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本
書
は
、
二
〇
二
〇
年
に
出
版
さ
れ
た
、
服
部

英
二
先
生
の
日
米
通
算
一
五
冊
目
の
著
作
で
あ

る
。私

は
、
先
生
が
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
│

19
の
パ
ン
デ
ミ

ッ
ク
の
最
中
に
本
書
を
執
筆
さ
れ
た
と
い
う
こ
と

を
知
り
、
ミ
シ
ェ
ル
・
セ
ー
ル
の
次
の
言
葉
を
思

い
出
し
た
。

　

人
類
に
よ
っ
て
切
り
刻
ま
れ
た
自
然
は
、

今
、
人
類
に
報
復
す
べ
く
、
沈
黙
の
う
ち
に
再

結
集
し
始
め
て
い
る
。（
43
）

　

こ
の
ゆ
え
に
こ
そ
、
私
た
ち
は
今
新
し
い
自

然
の
概
念
を
定
義
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
注
：
ミ
シ
ェ
ル
・
セ
ー
ル
、
清
水
良
衞
・
服
部
英
二

訳
「
自
然
契
約
へ
の
回
帰
」、
ジ
ェ
ロ
ー
ム
・
バ
ン
デ

編
、
服
部
英
二
・
立
木
教
夫
監
訳
『
地
球
と
の
和
解
│

人
類
と
地
球
に
は
ど
ん
な
未
来
が
あ
る
の
か
│
』
麗
澤

大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
九
年
発
行
、
212
ペ
ー
ジ
。）

服
部
先
生
は
、
セ
ー
ル
の
言
葉
を
ど
う
受
け
止

め
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
本
書
著
述
の
目
的
は
、

「
人
類
の
文
明
史
は
な
ん
で
あ
っ
た
の
か
」
と
い

う
こ
と
の
「
再
検
証
」
に
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る

（
291
）。
私
は
、
先
生
が
再
検
証
を
通
し
て
、
人
類

の
文
明
史
の
中
に
セ
ー
ル
が
指
摘
し
た
不
気
味
な

状
況
を
招
来
し
た
原
因
を
突
き
止
め
、
そ
れ
を
乗

り
越
え
て
い
く
新
た
な
認
識
を
提
示
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
知
っ
た
│
│
そ
れ
は
、「
新
し
い
ホ
リ
ズ

ム
（
全
一
観
）」（
33
）
と
も
、「
新
し
い
全
一
論
」

（
282
）
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
、
ホ
ー
ル
ネ
ス
の
認

識
で
あ
る
（
7
）。

再
検
証
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
の
だ
ろ
う

か
。
そ
れ
は
、
自
ら
文
明
史
の
現
場
に
赴
き
、
そ

こ
に
身
を
置
き
、
多
く
の
専
門
家
た
ち
と
対
話
を

重
ね
、
根
源
に
遡
っ
て
調
査
・
考
察
す
る
と
い
う

方
法
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
本
書
は
、「
フ
ィ
ー

ル
ド
哲
学
」
と
も
、「
フ
ィ
ー
ル
ド
文
明
学
」
と

も
い
え
る
、
特
色
を
兼
ね
備
え
て
い
る
。
考
察
の

範
囲
は
、
空
間
的
に
は
地
球
全
体
に
及
び
、
時
間

的
に
は
人
類
が
起
源
し
進
化
し
て
き
た
七
〇
〇
万

年
間
に
亙
る
が
、
議
論
の
焦
点
は
、
人
類
史
の
二

万
分
の
一
の
時
間
帯
に
起
き
た
こ
と
に
合
わ
さ
れ

て
い
る
（
6
）。＊

本
書
の
書
名
は
、『
地
球
倫
理
へ
の
旅
路
│
力

の
文
明
か
ら
命
の
文
明
へ
│
』
で
あ
る
。
こ
の
タ

イ
ト
ル
を
見
た
時
に
、
私
は
、「
地
球
倫
理
へ
の

旅
路
」
を
歩
ん
だ
の
は
も
ち
ろ
ん
服
部
先
生
で
あ

る
と
思
っ
た
が
、
本
書
を
何
度
か
読
み
返
し
て
い

る
う
ち
に
、
人
類
の
文
明
も
こ
の
旅
路
に
あ
っ
た

の
だ
ろ
う
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。
文
明
の
歩
み

は
、
伊
東
俊
太
郎
先
生
の
文
明
の
発
展
仮
説
に
よ

れ
ば
、
人
類
革
命
、
農
業
革
命
、
都
市
革
命
、
精

神
革
命
、
科
学
革
命
を
経
て
、
現
在
は
環
境
革
命

の
時
代
に
突
入
し
た
と
捉
え
ら
れ
る
。
環
境
革
命

の
時
代
に
あ
っ
て
、
人
類
文
明
は
地
球
倫
理
を
必

要
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
、
つ
ま
り
、
人
類
文
明

は
、
地
球
倫
理
へ
の
旅
路
を
歩
ん
で
き
た
と
い
う

こ
と
も
、
本
書
の
タ
イ
ト
ル
に
込
め
ら
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。
そ
の
よ
う
に
考
え
る

と
、
副
題
の
「
力
の
文
明
か
ら
命
の
文
明
へ
」

は
、
科
学
革
命
を
契
機
に
「
力
の
文
明
」
と
化
し

服
部
英
二
著

『
地
球
倫
理
へ
の
旅
路

　
　
│
力
の
文
明
か
ら
命
の
文
明
へ
│
』

立
木　

教
夫

書
評
・
図
書
紹
介
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た
人
類
文
明
が
、
今
や
環
境
革
命
を
契
機
と
し
て

「
命
の
文
明
」
へ
の
旅
路
に
就
い
た
の
だ
と
理
解

で
き
る
で
あ
ろ
う
。

＊

目
次
に
よ
り
全
体
像
を
示
す
こ
と
に
す
る
。

は
じ
め
に

第
1
部　

 

地
球
倫
理
へ
の
道
│
通
底
す
る
価
値

を
求
め
て

　

第
1
章　

 

科
学
と
文
化
の
対
話
│
ユ
ネ
ス
コ

の
使
命

　

第
2
章　

通
底
す
る
価
値
を
探
る

　

第
3
章　

 

聖
性
と
霊
性
の
変
遷
│
一
神
教
と

多
神
教

第
2
部　

 

人
類
文
明
の
多
様
性
│
「
あ
わ
い
の

智
」
へ

　

第
4
章　

メ
シ
ア
思
想
と
覇
権
主
義

　

第
5
章　

キ
リ
ス
ト
教
と
仏
教

　

第
6
章　

イ
ス
ラ
ー
ム
文
明
と
の
対
話

　

第
7
章　

ル
ネ
サ
ン
ス
と
は
何
か
？

　

第
8
章　

 

あ
わ
い
の
智
へ
│
オ
ー
ギ
ュ
ス
タ

ン
・
ベ
ル
ク
の
風
土
学
が
語
る
も

の

第
3
部　

 

ア
カ
デ
ミ
ア
賞
受
賞
記
念
講
演

　

結　

章　

 「
普
遍
」
か
ら
「
通
底
」
へ
│
人

類
文
明
の
危
機
と
日
本
の
役
割

お
わ
り
に

章
ご
と
に
内
容
を
補
充
し
な
が
ら
、
全
体
を
簡

潔
に
概
観
し
て
み
よ
う
。

「
は
じ
め
に
」
で
は
、
ゼ
ノ
ン
の
「
ア
キ
レ
ス

と
亀
」
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
エ

レ
ア
派
の
二
元
論
的
理
性
、
分
別
知
に
対
す
る
根

源
的
疑
問
が
提
示
さ
れ
て
い
る
（
ⅲ
）。
二
元
論

的
理
性
に
よ
り
、
万
有
相
関
の
全
一
性
が
切
り
崩

さ
れ
、
生
成
や
生
命
の
居
場
所
が
失
わ
れ
て
い
く

こ
と
が
予
感
さ
れ
る
。

第
1
部
「
地
球
倫
理
へ
の
道
」
で
は
、
第
1
章

「
科
学
と
文
化
の
対
話
」・
第
2
章
「
通
底
す
る
価

値
を
探
る
」
で
、
著
者
の
ユ
ネ
ス
コ
で
の
活
動
と

地
球
倫
理
に
至
る
経
過
が
語
ら
れ
、
第
3
章
「
聖

性
と
霊
性
の
変
遷
」
で
、
全
一
性
の
崩
壊
の
歴
史

を
神
話
か
ら
現
代
ま
で
た
ど
り
、「
命
の
文
明
」

へ
の
方
向
転
換
の
必
要
性
が
示
さ
れ
る
。

第
2
部
「
人
類
文
明
の
多
様
性
」
で
は
、
第
4

章
「
メ
シ
ア
思
想
と
覇
権
主
義
」
で
、「
救
済
」

と
い
う
隠
れ
蓑
を
ま
と
っ
た
覇
権
主
義
（
135
）
の

歴
史
を
描
き
出
し
、
最
後
に
、
文
明
間
の
対
話
の

可
能
性
を
切
り
拓
く
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
教
皇
の

「
形
容
詞
と
話
し
て
は
な
ら
な
い
。
真
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
主
体
と
な
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち

一
人
の
人
間
と
だ
。
そ
の
人
は
不
可
知
論
者
か
も

し
れ
な
い
。
無
神
論
者
か
も
し
れ
な
い
。
カ
ト
リ

ッ
ク
あ
る
い
は
ユ
ダ
ヤ
教
徒
か
も
し
れ
な
い
。
し

か
し
そ
れ
ら
は
形
容
詞
に
す
ぎ
な
い
。
私
は
一
人

の
人
間
と
話
す
」（
139
│

140
）
と
い
う
力
強
い
言
葉

を
紹
介
し
て
い
る
。

第
5
章
「
キ
リ
ス
ト
教
と
仏
教
」
で
は
、
比
較

文
明
学
的
考
察
を
通
し
て
、
両
者
の
根
本
的
な
違

い
は
、
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
「
超
越
者
」
の
存

在
に
あ
る
こ
と
が
突
き
止
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、

こ
の
超
越
者
の
問
題
も
、
プ
ロ
セ
ス
神
学
の

「
神
」
を
「
生
成
す
る
存
在
」
と
捉
え
る
見
方
に

よ
っ
て
乗
り
越
え
ら
れ
、
両
者
の
通
底
可
能
性
が

証
明
さ
れ
て
い
る
（
167
│

168
）。

第
6
章
「
イ
ス
ラ
ー
ム
文
明
と
の
対
話
」
で

は
、「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
総
合
調
査
」
を
通
し
て
実

感
し
た
「
文
明
史
の
ひ
ず
み
」（
174
）、
つ
ま
り
、

近
代
西
欧
文
明
は
イ
ス
ラ
ー
ム
文
明
の
貢
献
を

「
無
視
」
し
続
け
て
き
た
と
い
う
事
実
を
取
り
上

げ
、
こ
れ
が
「
イ
ス
ラ
ー
ム
の
「
恨ハ
ン

」」（
190
）
を



95 『地球倫理への旅路─力の文明から命の文明へ─』

生
み
、「
文
明
間
の
対
話
」
を
困
難
に
し
て
い
る

こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
ま
た
、
日
本
と
イ
ス
ラ

ー
ム
世
界
の
対
話
の
可
能
性
も
検
討
さ
れ
て
い

る
。
神
の
捉
え
方
に
お
け
る
、「「
現う
つ

し
身
」（
表

れ
）
で
あ
る
諸
々
の
神
仏
を
通
し
て
一
者
を
透
視

す
る
」
と
い
う
「
日
本
の
多
神
教
」
と
、「
一
な

る
神
が
万
物
に
顕
現
し
て
い
る
」
と
い
う
意
の

「
タ
ウ
ヒ
ー
ド
（T

aw
hid

）」
は
、
一
致
す
る
こ

と
を
示
し
、
こ
こ
に
も
通
底
す
る
も
の
が
存
在
す

る
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
（
192
│

193
）。

第
7
章
「
ル
ネ
サ
ン
ス
と
は
何
か
？
」
で
は
、

ル
ネ
サ
ン
ス
が
北
イ
タ
リ
ア
中
心
に
起
こ
っ
た
理

由
を
七
点
挙
げ
、
比
較
文
明
学
的
手
法
で
詳
し
く

論
証
し
、「
欧
米
で
は
決
し
て
語
ら
れ
な
か
っ
た
」

（
209
）
要
因
ま
で
解
明
し
て
い
る
。
美
術
作
品
を

比
較
し
な
が
ら
語
ら
れ
る
、
図
像
学
的
考
察
は
圧

巻
で
あ
る
。

第
8
章
「
あ
わ
い
の
智
へ
」
で
は
、
オ
ー
ギ
ュ

ス
タ
ン
・
ベ
ル
ク
の
風
土
学
を
取
り
上
げ
、
主
客

対
立
の
「
西
欧
近
代
の
古
典
的
パ
ラ
ダ
イ
ム

（M
odern C

lassical W
estern P

aradigm

＝

M
C

W
P

）」（
256
）
を
乗
り
越
え
、
生
成
す
る
自
然

の
中
に
人
間
を
捉
え
直
す
新
た
な
智
を
考
察
す

る
。
主
客
対
立
を
生
み
出
し
た
二
元
論
的
論
理

は
、「
間
」
を
介
し
て
「
通
態
化
（T

rajection

）」

（
258
）
さ
れ
る
。
ベ
ル
ク
は
、「
実
在
は
客
体
だ
け

に
、
あ
る
い
は
、
主
体
だ
け
に
属
し
て
い
る
の
で

は
な
い
│
両
者
の
通
態
に
属
し
て
お
り
、
通
態
的

で
あ
る
」（
注
：
オ
ギ
ュ
ス
タ
ン
・
ベ
ル
ク
、
立
木
教
夫

訳
「
自
然
は
進
化
を
考
え
て
い
る
の
か
？
」『
地
球
シ
ス

テ
ム
・
倫
理
学
会
会
報
』
第
一
五
号
（
二
〇
二
〇
年
）、

22
ペ
ー
ジ
。）
と
述
べ
て
い
る
。

第
3
部
「
ア
カ
デ
ミ
ア
賞
受
賞
記
念
講
演
」

は
、「「
普
遍
」
か
ら
「
通
底
」
へ
│
人
類
文
明
の

危
機
と
日
本
の
役
割
」
と
題
し
、
若
き
日
に
恩
師

を
通
じ
て
探
究
・
体
得
し
た
京
都
学
派
の
知
的
伝

統
が
、
ユ
ネ
ス
コ
と
い
う
活
動
の
場
を
得
て
、
服

部
先
生
の
中
で
独
自
の
開
花
を
遂
げ
、
通
底
の
価

値
の
発
見
に
至
る
様
子
が
、
コ
ン
パ
ク
ト
に
語
ら

れ
て
い
る
。

「
お
わ
り
に
」
で
は
、
パ
ン
ド
ラ
の
箱
の
蓋
が

開
け
ら
れ
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
災
い
が
飛
び
出
し

た
後
に
、
な
お
「
希
望
」
が
残
っ
て
い
た
と
い
う

話
（
295
）
は
、「
は
じ
め
に
」
で
予
兆
さ
れ
た
危

機
状
況
に
あ
っ
て
も
、
依
然
と
し
て
、「
希
望
」

を
語
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

＊

服
部
先
生
の
「
地
球
倫
理
へ
の
旅
路
」
を
、
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
な
が
ら
た
ど
っ
て
み
よ
う
。

こ
の
旅
路
は
、
先
生
が
フ
ラ
ン
ス
に
留
学
し
、

ソ
ル
ボ
ン
ヌ
で
ポ
ー
ル
・
リ
ク
ー
ル
教
授
に
提
出

し
た
論
文
に
お
い
て
、「
Ａ
は
Ａ
で
あ
る
と
同
時

にnon A

で
あ
る
」（
48
）
と
「
排
中
律
」
を
超

え
る
論
理
の
可
能
性
を
問
題
に
し
て
い
た
と
き
に

は
、
す
で
に
予
感
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
先
生
が
、
こ
の
旅
路
に
踏
み
出
す
契

機
は
、「
科
学
と
精
神
文
化
の
乖
離
こ
そ
が
人
類

の
生
存
に
と
っ
て
の
最
大
の
問
題
」（
4
）
だ
と

考
え
は
じ
め
て
い
た
と
き
に
、
ミ
ッ
シ
ェ
ル
・
ラ

ン
ド
ム
が
発
し
た
一
言
に
あ
っ
た
の
だ
と
思
う
。

　

パ
リ
の
石
畳
を
歩
き
な
が
ら
、
そ
ん
な
思
い

が
絶
え
ず
心
中
に
谺こ
だ
ます

る
声
と
な
っ
て
い
た
私

が
出
会
っ
た
の
は
、
一
つ
の
言
葉
だ
っ
た
。
そ

れ
は
私
の
こ
こ
ろ
を
根
底
か
ら
揺
さ
ぶ
る
も
の

だ
っ
た
。

　

一
九
六
〇
年
代
の
パ
リ
、
エ
ト
ワ
ー
ル
近
く

の
と
あ
る
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス
で
の
こ
と
だ
。

　

三
〇
代
は
じ
め
の
私
は
ミ
ッ
シ
ェ
ル
・
ラ
ン
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ド
ム
と
い
う
知
日
家
の
作
家
と
と
り
と
め
な
い

お
し
ゃ
べ
り
を
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
話
題
が

「
伝
統
」
と
い
う
語
に
触
れ
た
そ
の
と
き
、
彼

は
こ
う
言
い
放
っ
た
の
だ
。

　
「
日
本
は
伝
統
を
維
持
し
て
い
る
。
西
オ
ク
シ
デ
ン
ト

欧
は

伝
統
と
断
絶
し
た
社
会
だ
！
」

　

私
に
と
っ
て
、
そ
れ
は
衝
撃
の
言
葉
だ
っ

た
。（
5
）

服
部
先
生
は
、
ラ
ン
ド
ム
の
一
言
に
触
発
さ
れ

て
、
西
欧
の
真
の
姿
を
求
め
る
探
究
を
開
始
す

る
。『
聖
書
』
の
神
話
の
読
み
解
き
か
ら
着
手
し
、

人
類
の
文
明
史
は
、「
ま
さ
し
く
蛇
が
予
言
し
た

よ
う
に
、「
知
恵
の
樹
の
実
を
食
す
れ
ば
、
汝
は

神
の
如
く
な
る
べ
し
」
と
い
う
歴
史
で
あ
っ
た
」

と
い
う
結
論
を
得
て
い
る
（
84
）。
さ
ら
に
、
比

較
文
明
学
的
考
察
に
よ
り
、「
古
典
ギ
リ
シ
ャ
時

代
、
北
方
か
ら
渡
来
し
た
オ
リ
ン
ポ
ス
の
神
々
を

信
仰
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
中
海
文
明
（
ミ
ノ
ア

文
明
）
の
大
地
母
神M

agna m
ater

を
葬
り
去

る
と
い
う
母
殺
し
の
罪
を
犯
し
…
…
科
学
革
命
に

よ
っ
て
キ
リ
ス
ト
教
本
来
の
父
な
る
神
も
殺
し

た
」（
52
）
と
い
う
結
論
を
得
た
。
西
欧
は
、「
母

殺
し
」
と
「
父
殺
し
」
と
い
う
「
断
絶
」
を
経
験

し
て
い
た
の
で
あ
る
。

西
欧
文
明
の
真
の
姿
は
、
多
く
の
他
の
文
明
と

の
出
会
い
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
近
代
の
西
欧
は
、
他
の
影
響
を

認
め
る
こ
と
を
拒
否
し
て
、
今
日
に
至
っ
て
い
た

の
で
あ
る
（
279
）。

一
九
七
三
年
、
ユ
ネ
ス
コ
本
部
で
勤
務
を
開
始

し
た
服
部
先
生
は
、「
国
際
的
知
的
協
力
こ
そ
が

ユ
ネ
ス
コ
の
使
命
」（
9
）
と
主
張
し
、
一
九
八

〇
年
代
に
、「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
：
対
話
の
道
総
合

調
査
計
画
」
を
立
案
し
、「
文
明
間
の
対
話
」
と

い
う
新
し
い
概
念
を
提
唱
し
、
世
界
に
呼
び
か
け

た
（
278
）。
こ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
二
〇
〇
〇
人
以

上
の
学
者
を
引
き
つ
け
、
三
〇
以
上
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
や
セ
ミ
ナ
ー
を
生
み
出
し
（
173
）、
さ
ら
に

国
連
の
「
文
明
間
の
対
話
国
際
年
」
の
指
定
に
ま

で
つ
な
が
る
こ
と
に
な
っ
た
（
65
）。

服
部
先
生
が
立
案
し
た
「
科
学
と
文
化
の
対
話

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
シ
リ
ー
ズ
」
は
、
過
去
三
〇
〇
年

間
に
変
質
し
た
西
欧
が
も
た
ら
し
た
伝
統
文
化
と

現
代
科
学
の
間
の
「
断
絶
」
を
、「
対
話
」
を
通

し
て
修
復
す
る
こ
と
を
目
ざ
し
た
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
で
あ
る
。

第
一
回
（
一
九
八
六
年
）
の
「
ヴ
ェ
ニ
ス
・
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
で
は
、「
ト
ラ
ン
ス
デ
ィ
シ
プ
リ

ナ
リ
ー
（
領
域
横
断
的
）」（
23
）、
第
二
回
（
一

九
八
九
年
）
の
「
バ
ン
ク
ー
バ
ー
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」
で
は
、「
人
間
と
自
然
の
調
和
」（
27
）、
第

三
回
（
一
九
九
二
年
）
の
「
ベ
レ
ン
・
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
」
で
は
、「
人
間
と
自
然
の
全
一
性

（W
holeness

）」、「
文
化
の
多
様
性
」、「
女
性
の

役
割
の
重
要
性
」（
27
）、
第
四
回
（
一
九
九
五

年
）
の
「
東
京
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
で
は
、「
一

七
世
紀
に
始
ま
り
、
一
九
世
紀
に
ピ
ー
ク
に
達
す

る
機
械
論
的
科
学
主
義
が
、
三
〇
〇
年
に
わ
た

り
、
主
・
客
を
峻
別
し
、
自
然
を
征
服
す
べ
き
客

体
と
見
な
す
こ
と
に
よ
り
、
盲
目
的
な
進
歩
の
概

念
を
生
み
出
し
、
画
一
的
な
物
質
文
明
を
つ
く
り

出
し
た
」（
32
）
と
指
摘
し
、「
二
〇
世
紀
の
新
し

い
科
学
は
、
量
子
物
理
学
を
は
じ
め
と
し
、
宇
宙

に
は
か
つ
て
古
代
の
知
恵
が
抱
い
て
い
た
自
然
観

に
近
い
〈
全
一
的
秩
序
〉W

holeness

が
存
在

す
る
こ
と
を
発
見
し
た
」（
32
│

33
）
と
の
認
識
を

明
記
し
た
。
こ
の
「
新
し
い
ホ
リ
ズ
ム
」（
33
）

を
、
服
部
先
生
は
「
全
は
個
に
、
個
は
全
に
遍
照

す
る
」（
34
）
と
表
現
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

は
じ
め
て
「「
多
様
性
の
中
の
統
一
」
と
い
う
理

念
も
理
解
さ
れ
る
」（
34
）
こ
と
と
な
っ
た
の
で
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あ
る
。

ユ
ネ
ス
コ
を
通
し
て
発
信
さ
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ

は
、
文
明
間
の
「
断
絶
」
の
要
因
を
明
ら
か
に

し
、
次
第
に
、
世
界
の
意
識
を
変
え
て
い
く
こ
と

に
な
っ
た
。

次
に
、「
普
遍
」、「
多
様
性
」、「
通
底
」、「
あ

わ
い
の
智
」
と
い
う
重
要
概
念
を
通
し
て
、
世
界

の
意
識
が
「
西
欧
近
代
の
古
典
的
パ
ラ
ダ
イ
ム
」

を
脱
し
て
い
く
様
子
を
見
て
お
く
こ
と
に
し
よ

う
。

＊

「
普
遍
」

ま
ず
、
文
明
間
の
「
断
絶
」
を
も
た
ら
し
た
要

因
を
見
て
み
た
い
。

服
部
先
生
は
、
西
欧
に
は
「
文
明
＝
西
欧
文

明
」
と
す
る
「
文
明
一
元
論
」
が
存
在
す
る
と
、

指
摘
し
て
い
る
（
279
）。
つ
ま
り
、
西
欧
で
は
、

文
明
は
西
欧
以
外
に
存
在
し
な
い
と
考
え
て
き
た

の
だ
か
ら
、
文
明
間
の
対
話
な
ど
そ
も
そ
も
あ
り

え
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
文
明
一
元
論

の
影
響
は
、
非
西
欧
圏
に
属
す
る
わ
れ
わ
れ
の
言

語
に
も
入
り
込
ん
で
い
る
、
と
い
う
指
摘
は
衝
撃

的
で
あ
る
。

一
例
と
し
て
、「
普
遍
」
と
い
う
概
念
を
取
り

上
げ
て
み
よ
う
。

普
遍U

niversal

は
、「uni

＝
一
つ
に
」
と

「verso

＝
向
か
う
」
か
ら
な
る
言
葉
で
あ
る
。

こ
の
「
一
つ
と
は
、
す
で
に
設
定
さ
れ
た
一
つ
の

価
値
で
あ
り
、
そ
こ
に
収
斂
す
る
も
の
が
普
遍
で

あ
る
」
と
い
う
。
こ
こ
に
あ
る
「
す
で
に
設
定
さ

れ
た
一
つ
の
価
値
」
と
は
、「
理
性
的
・
男
性

的
・
西
欧
的
概
念
」
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の

見
方
は
、「
普
遍
が
上
位
、
特
殊
が
下
位
」
と
す

る
上
下
関
係
を
生
み
出
し
、
差
別
を
生
み
出
し

た
。
女
性
・
子
供
は
「
理
性
を
完
全
に
使
用
で
き

な
い
」
と
し
て
差
別
さ
れ
、
植
民
地
主
義
と
相
俟

っ
て
、
非
西
欧
人
は
、「
理
性
的
存
在
に
な
っ
て

い
な
い
野
蛮
人
」
と
し
て
差
別
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
あ
る
（
44
、
286
│

287
）。

服
部
先
生
は
、「「
普
遍
」
と
い
う
言
葉
で
は
人

類
の
明
る
い
未
来
は
開
け
な
い
」（
45
）
と
断
言

し
て
い
る
。

「
多
様
性
」

ジ
ャ
ッ
ク
＝
イ
ヴ
・
ク
ス
ト
ー
は
、
一
つ
の
価

値
を
目
指
す
の
で
は
な
く
、
文
化
の
多
様
性
こ
そ

人
類
の
生
存
に
と
っ
て
重
要
だ
と
い
う
こ
と
を
示

し
た
。

　

多
様
性
の
重
要
性
に
つ
い
て
は
、
調
査
船
カ

リ
プ
ソ
号
を
駆
使
し
て
七
つ
の
海
の
海
底
の
世

界
を
万
人
に
開
示
し
た
ク
ス
ト
ー
の
言
葉
が
決

定
的
と
な
っ
た
。
地
上
と
海
の
生
態
系
の
相
互

作
用
ま
で
も
解
明
し
て
き
た
、
こ
の
『
沈
黙
の

世
界
』
の
作
者
は
、
こ
う
述
べ
た
の
だ
。

　
「（
南
極
の
よ
う
に
）
生
物
種
の
数
が
少
な
い

と
こ
ろ
で
は
生
態
系
は
脆
い
。（
赤
道
直
下
の

よ
う
に
）
種
の
数
が
多
い
と
こ
ろ
で
は
生
態
系

が
強
い
。」
つ
ま
り
生
物
多
様
性
が
減
ず
る
ほ

ど
に
エ
コ
シ
ス
テ
ム
が
脆
弱
に
な
る
こ
と
を
発

見
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
全
参
加
者
に

衝
撃
を
与
え
た
の
が
次
の
言
葉
で
あ
る
。

　
「
こ
の
法
則
は
文
化
に
も
当
て
は
ま
る
！
」

（
34
）

ク
ス
ト
ー
の
指
摘
は
、「
文
化
の
多
様
性
に
関

す
る
世
界
宣
言
」
の
第
一
条
に
、「
文
化
の
多
様

性
は
、
自
然
界
に
生
物
多
様
性
が
必
要
な
の
と
等

し
く
、
人
類
に
と
っ
て
不
可
欠
で
あ
る
」（
35
）

と
明
記
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
レ
ヴ
ィ

＝
ス
ト
ロ
ー
ス
は
、「
文
化
の
多
様
性
と
生
物
多
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様
性
は
、
単
に
類
似
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
有

機
的
に
結
ば
れ
て
い
る
」（
285
）
と
証
言
し
た
。

こ
こ
に
文
化
の
多
様
性
に
関
す
る
新
た
な
認
識

が
確
定
し
た
。

服
部
先
生
は
、
こ
の
新
た
な
認
識
を
人
間
存
在

論
に
も
及
ぼ
し
、「
自
己
と
は
多
数
の
非
自
己
に

よ
っ
て
活
か
さ
れ
て
こ
こ
に
い
る
も
の
」（
69
）

と
解
釈
し
た
。

「
通
底
」

「
通
底
」
と
は
「
普
遍
」
に
対
比
さ
れ
る
考
え

方
で
あ
り
、
多
様
な
文
化
間
の
懸
け
橋
と
な
り
、

文
明
間
の
対
話
を
可
能
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

通
底
は
、
普
遍
と
は
異
な
り
、
ま
ず
他
な
る

も
の
の
存
在
価
値
を
認
め
る
こ
と
に
始
ま
る
。

異
な
る
も
の
を
異
な
る
ま
ま
に
尊
び
、
し
か
も

そ
の
底
に
響
き
合
う
も
の
を
認
め
る
こ
と
だ
。

（
45
）

　
「
通
底
」transversal

と
い
う
考
え
方
は
、

普
遍
と
は
逆
に
、
す
べ
て
の
文
化
を
対
等
に
尊

重
す
る
立
場
を
と
り
ま
す
。
そ
れ
は
個
人
を
扱

う
に
あ
た
っ
て
、
一
人
ひ
と
り
の
人
間
が
、
人

種
的
・
社
会
的
・
経
済
的
・
性
的
・
年
齢
的
な

差
異
こ
そ
あ
れ
、
人
間
の
尊
厳
に
お
い
て
は
等

し
い
と
す
る
、
基
本
的
人
権
の
理
念
に
も
呼
応

す
る
も
の
で
す
。（
286
│

287
）

こ
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
通
底
の
思
想
は
、
孔

子
に
よ
り
、
す
で
に
二
五
〇
〇
年
も
前
に
、「
和

し
て
同
ぜ
ず
」
と
い
う
言
葉
で
説
か
れ
て
い
た

（
45
）。「「
和
」
の
概
念
と
は
、「
異
な
る
も
の
の

調
和
」
で
あ
る
と
同
時
に
「
和
解
に
基
づ
い
た
平

和
」
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
り
、「
和
し
て
同
ぜ

ず
」
と
は
、「
同
化
す
る
こ
と
な
く
調
和
す
る
こ

と
」
で
あ
る
（
79
）。

服
部
先
生
は
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
、「
反

理
性
主
義
」
で
は
な
く
、「
新
し
い
理
性
主
義
」

で
あ
り
、「
近
代
に
お
い
て
軽
視
さ
れ
て
き
た
感

性
・
霊
性
と
響
き
合
う
理
性
、
人
間
の
全
人
性
の

恢
復
を
め
ざ
す
も
の
」
と
説
明
し
て
い
る
（
287
）。

通
底
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
る
こ
と
で
、「
異
な

る
も
の
が
、
異
な
る
ま
ま
に
、
助
け
合
い
、
補
い

合
い
な
が
ら
、
共
に
生
き
る
道
」（
268
）
が
可
能

と
な
る
。

「
あ
わ
い
の
智
」

通
底
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、「
あ
わ
い
」
に
着
目

す
る
オ
ー
ギ
ュ
ス
タ
ン
・
ベ
ル
ク
の
「
風
土
学
」

（M
esology

）
に
よ
り
、
哲
学
的
基
礎
を
与
え
ら

れ
た
。
先
に
、
第
8
章
「
あ
わ
い
の
智
へ
」
の
内

容
を
取
り
上
げ
た
と
こ
ろ
で
、
主
客
が
、「
間
」

を
介
し
て
「
通
態
化
（T

rajection

）」（
258
）
さ
れ

る
様
子
に
つ
い
て
述
べ
た
が
、
も
う
少
し
加
え
て

お
く
こ
と
に
し
よ
う
。

風
土
学
は
、
デ
カ
ル
ト
の
主
体
と
客
体
の
二
項

離
反
と
い
う
「
根
源
的
二
元
論
」
の
呪
縛
を
解
く

試
み
で
あ
り
（
257
│

258
）、
こ
の
主
客
の
分
断
は
風

土
学
に
よ
り
根
源
的
に
回
復
さ
れ
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
る
。
服
部
先
生
の
表
現
で
は
、

　

古
典
的
科
学
に
よ
っ
て
主
客
と
二
分
さ
れ
た

も
の
は
、
実
は
分
か
ち
が
た
く
交
流
し
て
い

る
。
自
然
は
客
体
で
は
な
い
。
生
成
す
る
命
な

の
だ
。
客
体
と
い
う
幻
想
か
ら
解
き
放
た
れ
た

自
然
は
、
私
の
一
部
だ
。
い
や
私
は
自
然
の
一

部
な
の
だ
。
こ
の
意
味
で
自
然
は
主
体
性
を
持

つ
。
ま
た
自
然
は
考
え
る
、
と
も
い
え
る
。

（
261
）
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と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
風
土
学
の
出
現
に
よ
り
、

人
類
は
、
主
客
の
「
断
絶
」
を
乗
り
越
え
る
「
新

た
な
理
性
」
を
手
に
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
こ

に
古
典
的
科
学
で
居
場
所
を
失
っ
た
、
生
成
、
生

命
と
い
っ
た
も
の
が
回
復
さ
れ
て
く
る
の
で
あ

る
。風

土
学
で
は
、
論
理
も
改
訂
さ
れ
る
（
259
）。

二
元
論
的
論
理
学
の
中
核
概
念
で
あ
る
「
排
中

律
」
に
か
わ
っ
て
、「
容
中
律
」（
服
部
先
生
の

「
包
中
律
」
と
同
じ
）
が
採
用
さ
れ
て
い
る

（
260
）。次

に
、
主
客
の
「
断
絶
」
を
回
復
し
た
、「
あ

わ
い
の
智
」
の
様
相
を
見
て
お
き
た
い
。

絵
画
を
例
に
と
っ
た
、「
あ
わ
い
の
光
」
の
説

明
を
見
て
お
こ
う
。

　

例
え
ば
ゴ
ッ
ホ
の
ひ
ま
わ
り
、
ア
ル
ル
で
描

い
た
糸
杉
の
発
し
て
い
る
光
、
そ
の
力
の
す
さ

ま
じ
さ
だ
。
あ
れ
は
一
色
で
は
出
て
こ
な
い
。

ま
た
五
色
を
混
ぜ
合
わ
せ
て
も
出
て
こ
な
い
。

そ
れ
を
混
ぜ
合
わ
せ
た
ら
灰
色
に
な
る
の
み

だ
。
彼
の
キ
ャ
ン
バ
ス
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
色

が
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
な
が
ら
、
叩
き
つ
け
た
よ

う
に
併
置
さ
れ
て
い
る
。
す
る
と
そ
の
あ
わ
い

か
ら
光
が
発
す
る
。
異
な
る
色
が
そ
の
ま
ま
併

置
さ
れ
る
時
、「
間
」
が
光
を
発
す
る
こ
と
を

知
っ
た
画
家
た
ち
が
印
象
派
だ
っ
た
の
だ
。
モ

ネ
の
睡
蓮
に
も
、
ス
ー
ラ
の
点
描
画
に
も
、
ル

ノ
ワ
ー
ル
の
少
女
像
に
も
そ
の
「
あ
わ
い
」
の

光
が
あ
る
。（
266
│
267
）

ま
さ
に
、
異
な
る
色
が
、
異
な
る
ま
ま
に
、
助

け
合
い
、
補
い
合
い
な
が
ら
、
光
を
発
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
こ
れ
を
服
部
先
生
は
、「
万
有
は
結

び
つ
い
て
お
り
、
す
べ
て
が
す
べ
て
と
交
信
し
て

い
る
。
違
い
が
そ
こ
に
あ
っ
て
こ
そ
、
あ
わ
い
は

光
を
発
す
る
。
こ
れ
が
万
有
相
関
の
実
相
な
の

だ
」（
268
）
と
述
べ
、「
自
己
が
あ
る
の
は
異
な
る

も
の
の
存
在
の
お
か
げ
な
の
だ
。
そ
こ
に
は
他
者

へ
の
敬
意
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
し
て
他
者

へ
の
思
い
や
り
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
自
己
と

は
異
な
る
す
べ
て
が
、
自
己
を
生
か
し
て
い
る
、

と
知
る
べ
き
だ
」（
268
）
と
、
あ
わ
い
の
光
を
手

が
か
り
に
、
自
他
や
主
客
が
連
関
し
た
「
万
有
相

関
の
実
相
」
を
捉
え
て
見
せ
た
。

＊

本
書
は
、
著
者
の
長
年
に
亙
る
知
的
探
求
の
成

果
で
あ
り
、
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
話
題
は
多
様

で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
ま
さ
に
響
き
合
い
、
相
互

連
関
的
で
全
一
的
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
ホ
ロ
グ

ラ
ム
の
よ
う
に
、
ど
の
章
や
項
を
と
っ
て
み
て

も
、
そ
の
な
か
に
本
書
全
体
に
通
じ
る
意
味
を
読

み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
稿
で
は
、
そ
れ
ら
の

多
様
な
話
題
の
一
部
し
か
取
り
上
げ
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
が
、
例
え
ば
、「
一
神
教
誕
生
の
原

風
景
」（
103
│

107
）、「
キ
リ
ス
ト
教
と
仏
教
の
成
立

史
」（
141
│

157
）、「
遠
近
法
の
哲
学
的
意
味
」（
228
│

231
）、「
光
背
の
出
現
」（
231
│

243
）
等
々
の
す
ぐ
れ

た
論
考
が
あ
る
こ
と
を
、
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

本
書
は
学
術
書
で
あ
り
な
が
ら
、
色
彩
豊
か
な

詩
的
な
文
章
で
綴
ら
れ
て
お
り
、
す
ぐ
れ
た
文
学

作
品
の
特
性
も
兼
ね
備
え
て
い
る
。

今
日
の
危
機
的
状
況
下
に
あ
り
、
閉
塞
感
に
と

ら
わ
れ
て
い
る
人
た
ち
や
、
突
破
口
を
見
い
だ
せ

ず
に
も
が
い
て
い
る
人
た
ち
に
は
、
是
非
一
読
を

薦
め
た
い
。
行
動
の
指
針
を
見
出
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
人
類

文
明
の
未
来
の
主
役
と
な
る
若
者
た
ち
に
も
、
読

ん
で
も
ら
い
た
い
。
若
い
時
に
本
書
の
知
見
に
触

れ
て
い
れ
ば
、
必
ず
や
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
歩

む
上
で
有
益
な
指
針
を
手
に
す
る
こ
と
に
な
る
と
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思
う
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
う

ち
に
、
本
書
は
、
あ
ら
ゆ
る
人
に
薦
め
ら
れ
る
べ

き
で
、
読
者
を
特
定
す
る
必
要
は
な
い
こ
と
に
気

づ
い
た
。
著
作
自
体
に
力
が
あ
る
の
で
、
手
に
取

っ
て
読
ん
で
も
ら
え
ば
、
読
者
は
関
心
を
引
き
出

さ
れ
、
新
た
な
世
界
の
見
方
を
知
る
こ
と
に
な
る

だ
ろ
う
。
一
人
で
も
多
く
の
方
に
、
ぜ
ひ
、
本
書

の
一
読
を
お
勧
め
し
た
い
。

〔
北
海
道
大
学
出
版
会
、
二
〇
二
〇
年
〕


